
2・496一トリプ・モフェ期ノ（2一メチルー2p5＿ガ。ム

カゆ）エサルの濃縮度試験成績報告書

1・　試験期間

2　試　料　名

昭和52年9月26日～昭和55年2月10日

2・4・6一トリブ・モフェ期’（2一メチルー295

一方・ムプ・ゆ）エーテル（試縮K－529）

構　造　式

Bト

性

Bh

　　O一ぎ一興鼎㌫

　　　　白B卜肖
Bh
状　　外観：白色粉末　　融点：81℃

　　　純度39Z6多（臭素含・量71．7）

　　　溶解性：水に不溶　　沸点：280℃（分解

　　　比重（溶解状態）：勿．5

　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5　試験方法及び条件

　　壌保業第5号1

轟基鷲：1即繍の体内謝るイ蹴の濃繊撒に」

　二1　試験装置及び機器

　　色）　水系環境調節装置　流　水　式

　　㈲ガスク・マトグラフ日本電子社製」GC－2・KE型



　試験条件

，　T　L風試験

仙）試験魚

　　　　ヒメダカ平均体重a249、塩化第二水銀検定合格点※

　　※田端健二駄と駄141297～1505（1972）
Φ）溶解法g分散剤及び分散法

　　分散剤　硬化ヒマシ油（HCO－40）

　　　　　　　N・N→厚チルホルムアミド

　　分散法供試物質α59にN・N硬メチ矯蹴アミド2・m・，

　　　　　　硬化ヒマシ油（HC。一4・）109を加えて溶解後

　　　　　　イオン交換水を加えて11に定容し、500PP
　　　　　　　（7／V）の原液を調製した。

＠）試験温度

　　　　　　　25士2℃

㈹　結　　果

　　　　　　　48時間T　L通値118P脚（W／V）

　濃縮度試験

⑫）外部消毒及ぴ順化

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10殖轍御呼トラ列列ン融
　　　　で24時間薬浴を行った。

　（2，　順　　化

　　　　25℃X14日
㈲　試験水槽

　　　　　　　ガラ・ス製　容一．量　1001

　　　　　　　　　　　　流水量582ユノ伯

　　　　　　　（原液：希釈水　4mユ：400m1）
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（c）試験魚

　　　　　　　コイ　平均体重約289

　　　　　　　　　　平均体長約10㎝

　　分散法
　　　　　　　ム2．1（P）に同じ

　　試験温度
　　　　　　　・25士2℃

　　試験水槽の溶存酸素

　　　　　　　図一一25，26参照

（gl水槽濃度
　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　設定理由：分析限界等を考慮して設1

　　　　　　　　　　※：翫1で補足説明する。

　　設定値

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位聾m　W／v）

㈹

（e）

（つ

供試物質
硬化ヒマシ油

iHCO－40）

耳，N一ジメチル

zルムアミド※

第1濃度区 α04 α8 1．52

第2濃度区 qoO4 α08 α152

　　　　　※：比重砿95

実測値

衷一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位跳m　W／

2　W 4　　W 6　　W 8

第1濃度区 α0277 α0259 α0262 0，02フ

第2濃度区 α00194 α00224 α00246 α002



分析試料の前処理

　魚体

隊験　　魚1

・体重測定

・細片化

←海砂　109
←無水硫酸ナトリウム　1009

・脱水　らい砕

㌘蔽鍋・膿血

一型ベンゼン副

　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　◆，乾固（ロrタリー歯軸・一夕ー，40～45℃）

　　　　　　←ロー州サン：ペン望ン（1：1）

　　　　　　・カラムクロマトによるクリーンア，ブ

　　　コラロルヘゆ　う　ロユロ

　　　塵襲』

ムク惚マトグラフィー条件

てん剤　　5多含水シリカゲル（ワコ・一ゲルC一一200）109を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湿式充てん

ロマト管　　ガラス　20皿〆

離液　a一嘲ン：ベンゼン（1：1）50皿※※

　　　　　供試物質は、はじめの50皿に溶出する。この層

　　　　　を適宜n一層サン：ベンゼン（1罰）で希釈して

　　　　　G　C試料とナる。

　　※※：回収試験時は25皿1

口
響
蛋
￥
．

D

D



　　働　試験水

　　　　　　　　試験水1

　　　　　　　　　　　　　　　　第1濃艶区第2濃度区

　　　　　　　　　　　○採水　　100皿　　11

　　　　　　　　　　　t灘と，20牝分謂・

鹸’ロベン麺

　　　　　　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　　’濃縮（・一刻一①嚇｝＿，40～4

　　　　　　　　　　　●10皿1に定容

　　　　　　　　一一　　　　　　なニリユ
　　　　　　　　1瞳創

こ24　分析条件

　　ガス夘マ》ラフ躰解社製」GC－2・K姻

　　検出器電子捕獲型63螺：
　　充てん剤シリコン・V－172砂・モソルカ“砲厘C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．8・一1・・タヅシ

　　カラムガラス2m似伽
　　カラム温度　185℃

　　注入日溜慶　240℃

　　キャリアガス　　窒素ガス



試験結果
表一2　農　縮　倍　率

X103

2　Ψ 4　算 6　W 8　W 付図 付表

濃度区
4．6

T．5

1α6

PZ8

1a7

Pz1

20．6

Pa6
1，6．7 596．12

．濃度区
改8

|1

51．0

Q52

26．0

Q49

2義8

Q55
206．8 5，7．12

備　　考

1　水槽濃度設定理由

　　精度よく定量できる濃度は（図一5参照）約巳25P皿であ

　り、水分析時の前処理操作にかいて100倍濃縮が可能なこと

　及び回収率90多及び水槽濃度の低下を50％見込み

　　　　　　　　　　α25
　低濃度区を　　　　　　　　　　　幸α004PP皿と設定した0
　　　　　　100　X　 α9（1一α5）

　　高擾度区については、低震度医の10倍とした。

　　　　　　　　　以下次頁に続く



－
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52　排泄性試験

　　　8W目の試験飼育終了後三帯水にもどし、排泄性試験を宅

　　つた。

　　　　　　　表一5

残　留　　峯（％）　　　　※

尅ﾌ中濃度

iP：pm）

0日目 一　1日目 5日目 7日目
’付　図一 付孝

弟1

Z度区 541．5 100

921
痰O・1．6

i959）

4己8

V二〇

i599）

115．5

@159
i65、7）

5．9 8

第2

Z度区
62．9 100

92．7

P01．5

igz1）

7a4

P0二1

iga8）1

g　a1

Uこ4

i8α8）

4．10 9

　※：81帽の平均濃度

以下次頁に続く
／
／



部位別試験

『目の魚体を頭部・内臓・可、部及び外皮（腸管，エラ含む）
た別し、部位別の蓄積濃度を涼めた。

　　　　表・一4

位
部位重量

X／尾

鮒中の醐協働鐡
@　　μ9

　　　　　1

iPPm）
イ

a ε7 7102 1246
部
b 改5 7522 一一＿』一P194

a 1．7 915 557
臓・

@　b 1．9 1041 i繭r「
～

a 198 7506 569
部 b 22．5 8541 585

a 改7 2452 565
皮’

@　b Z2 2160 500

＆ 4．1 569 15ag
部
b 4．4 647 　　　　一　■P4Z1

a 1．5 107 71．1
臓
b 1．4 217 155．1

a 167 755 4＆1
部 b 1改6 928 559

＆ 57 500 52．6
皮
b 6．1 462 7＆8

一図

”

12

付　表

10

11

1

以下次頁に続く
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54　供試物質の確認

　本供試物質はかなりの濃縮性を示したので、魚体中に濃縮

た化学物質の同定をGC一凋8により行った。

　その結果、供試物質の標準とM8スペクトルパターンが一3

し、濃縮性が確認された。（図一M－1～図一M－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　　上


